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施策の達成状況

単　位

章

）

○歴史博物館の郷土資料の整備や展示の充実及び講座等への区民参加を進めて、郷土の歴史と文化に対する区民の
理解を深め、地域文化の向上を図ります。
○地域の文化資源の活用とともに景観の向上等、美しいまちづくりを推進し、文化環境の整備を図ります。

対象：文化資源
手段：①博物館については博物館友の会の推進及びその充実を図ります。
　　　　②既設ミニ博物館７館の一層の活性化とそのための整備を図るとともに、新たな開設館を整備します。

（ 年度に

施策の方向

160人 ）

定義

施　策 02 文化資源の保護と文化環境づくりの推進

目的
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大項目 02 個性ある地域文化づくり

一般友の会登録状況
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　歴史、民俗を始めとする各種の文化資源を有機的にネットワーク化し、その保全と活用を図るとともに、文化
を継承し創造する環境づくりを進め、地域文化の向上を図ります。

対象・手段

成果指標



総合評価 総合評価頁 頁

115

博物館友の会の推進 Ｂ

Ｂ

113

ミニ博物館の充実及び推進

教育委員会事務局

今後の取組み・改革の方針

総　　　　合　　　　評　　　　価

　すでに博物館友の会や林芙美子記念館解説ボランティア活動が定着しつつあり、さらに参加・協働型博物館運営に向け
た取組みを進める必要があります。
　ミニ博物館を、まちづくりや文化・観光施策に積極的に位置づけられるようにするとともに、文化資源の魅力をより有効に
活用していく必要があります。

※　本施策は、博物館友の会の推進により新宿区の歴史文化を継承するとともに、ミニ博物館の充実と推進に
より、区内に存する歴史、民俗を始めとする各種の文化資源をネットワーク化し、その保全と活用を図ること
を目的としています。この間、新宿区の地域文化の向上を図るための基盤整備を進めることができたと評価
しています。
　こども友の会と一般友の会ともに、すでに具体的な活動が進められ、区民に開かれた博物館への環境が
整備されてきています。こども友の会は、歴史・文化の学習を通じて子どもの考える力や生きる力を育む教
育的効果が期待できるとともに、次世代に郷土の文化と歴史を正しく継承させる意義も大きいです。
　ミニ博物館は、区内の文化資源を再評価し、これをもとに区内の文化環境を整備するという貴重な役割を
果たしてきたと評価しています。今後も、ミニ博物館の活性化を進めることで、新宿区の新たな魅力を伝える
ことができ、文化・観光施策の一つとして位置づけられることが期待できます。新館開館はセキュリティに関
する重大な事項のため条件が整うまで延期となりましたが、既存館展示施設改修の条件整備や新たな活性
化策についての検討を行いました。

Ｂ

　協働と参画による、より区民に開かれた博物館運営を実現するためには、こども友の会及び一般友の会の活動を継続・
発展させ、協働のパートナーとしても位置づけられるよう、博物館の経常的本来業務として位置づけ、推進していきます。
　ミニ博物館については、既存館の展示施設改修整備を進めるとともに、ミニ博物館を文化・観光施策の一つとして積極的
に位置づけられるようにしていきます。また、各博物館の新たな魅力を伝え、活動をより活性化させていくために、各博物館
の持ち主とも十分な連携を図っていきます。これらの施策に関しては要綱を新たに整備し、継続的な事業として遂行してい
くため事業を経常化していきます。

施策を構成する計画事業

所管部

○歴史博物館の充実（こども友の会と一般友の会の推進・充実、林芙美子記念館への解説ボランティアの登録・活用）
○文化環境づくりの推進（既設ミニ博物館の一層の活性化と整備、新館１館の計画）

主な取組み

課題

評価

 


